
                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 
 

１２/２５（金）ほ場整備地区の園芸導入推進を図るための研修会を JA北蒲みなみ営農センターで開

催しました。今回は新型コロナウイルス感染症拡大防止を勘案し、市内ほ場整備地区の農業者のみに人

数を制限し、市内各地区のほ場整備の現状や、先進地区の園芸導入事例などを紹介しました。今回は、

市内ほ場整備地区の園芸導入状況についてご紹介します。 

 

 

〇令和２年度ほ場整備地区園芸導入研修会を開催しました 

1 億円産地を目指して！ 
 

「園芸導入事例」、「支援事業」、「研修案内」など紹介します 

園芸情報(R3・2 月号)  阿賀野市農業振興協議会 

ほ場整備前 4 棟 （H２９） 

ほ場整備により、育苗ハ

ウスを増設、ハウスを有効

活用することができ新た

な園芸導入へと繋がりま

した。。 

ほ場整備後 9 棟 （R１） 

～市内ほ場整備地区の園芸導入状況～ 

 

堀耕東地区 ～農事組合法人が設立され園芸の取組が開始～ 

発久地区 ～２割園芸導入としてえだまめを計画～ 

令和元年 8 月 2 日完成 カリフラワー畑 

堀耕東地区内では、水稲

中心に 10ha 以上耕作す

る予定となっています。ほ

場整備地区内での園芸拡大

にも期待しているところで

す。 

 

【園芸作物の取組】 

・R1 ｶﾘﾌﾗﾜｰ  10a    

・R2 ｶﾘﾌﾗﾜｰ 15a  

里芋  10a 

・Ｒ3(予定) 

    ｶﾘﾌﾗﾜ- 20ａ 

   里芋  20ａ 

 

 

中ノ通地区 ～育苗ハウスを利用したいちじく栽培～ 

発久地区は個別経営体が大半

を占めています。エコファームさ

さかみを中心とした大豆生産の

実績があるため、2 割園芸の目標

として枝豆を計画しています。ま

た、互助の原資として麦を栽培し

ています。 

 

 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 作業を農業者自身が行った場合 

  ・施設等の被害状況が分かる書きものや写真 

  ・作業を実施したものや日時を記載した記録（日誌等） 

  ・作業にかかる資材購入費等が分かる関係書類 

 

２ 作業を外注した場合 

  ・施設等の被害状況が分かる写真 

  ・外注した際の発注書、納品書、請求書、領収書などの関係書類等 

 

★ＪＡ・農林課・普及センターでは、さまざまな品目の栽培指導や支援を行うなど、園芸生産をサポートしています。 

ご興味がある方は下記までお問い合わせください。 

【問い合わせ】  ○ＪＡ北蒲みなみ 営農センター（樋口・小林）   TEL62-2235 

          ○ＪＡささかみ 本所営農課（石山）              TEL25-7252 

                  ○阿賀野市農林課農林振興係（直通）              TEL61-2478 

        ○新発田農業普及指導センター（野菜）           TEL0254-26-9126 

           ○新発田農業普及指導センター（花・果樹）       TEL0254-26-9155 

 

 

阿賀野市イメージキャラクター 

「ごずっちょ」 

先般の大雪により被災した農業者に対し、現在、農林水産省において支援策の検討が

行われているところですが、過去の同省の支援策では、事業計画承認前に着工した取組

であっても、着工に係る証拠書類を保管していることを条件に、事後的に補助対象とさ

れた経緯があります。 

 つきましては、被災施設や機械等の再建や修繕、撤去等を行う場合には、下記の書類等

を整備・保管いただきますようお願いします。 

大雪で被災した農業用施設の 

再建等に係る書類の保管をお願いします 


